
第 218 回 浜田市教育委員会定例会 
 

日 時： 令和 5年 8月 22 日（火）13 時 30 分から 

場 所： 浜田市役所北分庁舎 2階会議室 1 

出席者： 岡田教育長 杉野本委員 花田委員 岡山委員 倉本委員 

事務局： 草刈部長 藤井課長 山口課長 鳥居室長 山本課長 

                （書記 日ノ原係長 川村主任主事） 

 

1  教育長報告 

 

 

 

2  議題 

⑴ 令和 5年度 教育委員会学校訪問（幼稚園）について    ･･････ 資料 1 

  

 

 ⑵ 浜田市立小中学校条例の一部を改正する条例について    ･･････ 資料 2 

 

 

 ⑶ 浜田市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則に 

ついて                         ･･････ 資料 3 

 

 

 ⑷ 浜田市附属機関設置条例の一部を改正する条例について   ･･････ 資料 4 

 

 

 ⑸ 浜田市美術品等収集委員会規則を廃止する規則について   ･･････ 資料 5 

 

 

3  部長、課長等報告事項 

⑴ 教育部長   

 

 

⑵ 教育総務課長 ･･････ 資料 6、7 

 

  

 ⑶ 学校教育課長 ･･････ 資料 8 

 

 

⑷ 学力向上推進室長 ･･････ 資料 9、10 

  



  

⑸ 文化スポーツ課長                 ･･････ 資料 11 

 

 

4  その他 

 ⑴ その他                         

 

 

 

 

 

※次回定例会日程  令和 5年 9月 26 日（火）13 時 30 分から 

            場所：浜田市役所北分庁舎 2階会議室 1 

 

 

  ※次々回定例会日程 令和 5年 10 月  日（ ）  時  分から 



令和5年8月22日　

内容

7月30日 （日） 浜田市まちなか交流プラザオープニングイベント

7月31日 （月） 浜田市協働推進本部会議（庁議室）

8月1日 （火）

島根県人権教育研究大会（県立大学コンベンションホール）
　　記念講演:「共に生きるとは何か」
　　講師:フォトジャーナリスト　安田菜津紀さん
教職員評価システム管理職面接
浜田市市民憲章推進協議会理事会・総会（浜田まちづくりセンター）

8月2日 （水） 総務文教委員会

8月4日 （金）

ふれあいフォーラム（石央文化ホール）
　　講演：教育現場における性的マイノリティ児童生徒への支援
　　　　　に関する現状と課題
　　講師：東京都教育委員会公立学校SC　大賀一樹さん（浜田市出身）

8月6日 （日） 夏休み少年健全育成ソフトボール大会（原井小）

8月8日 （火） 坂根正弘奨学金審査会（庁議室）

8月9日 （水） 浜田地区行政等連絡協議会（ワシントンホテル）

8月11日 （祝）

8/11(祝)～8/16(水)　小中学校閉庁
浜田市中央図書館・三隅図書館開館10周年記念講演会（中央図書館）
　　演題：「読みあいで　やわらかなコミュニケーション」
　　講師：児童文学作家　村中李衣さん

8月12日 （土） 坂根正弘奨学金認定書交付式（石央文化ホール会議室）

8月17日 （木）
全員協議会
浜田市協働推進本部会議（庁議室）

8月19日 （土） 世界陸上2023・三浦龍司選手3000ｍ障害予選ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ（国府小）

8月20日 （日）
浜田市ひとづくり特別講演会（県立大学講堂）
　　演題：人を育てる力
　　講師：前野球日本代表「侍ジャパン」監督　栗山英樹さん

8月21日 （月）
浜田市文化財指定書交付式（石見神楽蛇胴製作技術・植田倫吉さん）
南極観測船しらせ入港歓迎事業実行委員会（中央図書館）
定例課長会議（講堂）

8月22日 （火）

長浜人形寄贈お披露目式・感謝状贈呈（竹内惟臣さん・浜田城資料館）
島根県立大学支援協議会総会（県立大交流センター）
浜田市教育委員会定例会（講堂）
地球温暖化対策実行計画推進本部会議（庁議室）

第218回浜田市教育委員会定例会・教育長報告

月日



 

 

 

令和 5年度 教育委員会学校訪問（幼稚園） 

 

 

1  目的 

  浜田市教育大綱及び浜田市教育振興計画に掲げた基本理念に即した教育行政の運

営が行われるよう、教育委員会が学校経営・学校運営の見聞し、今後の教育行政の

推進に意を用いるために行うもの。 

 

 

2  訪問日程 令和 5年 9月 29 日（金）10時 05 分～11 時 15 分 

  

 

3  訪問園  浜田幼稚園 

 

 

4  訪問者 

教育長、教育委員（4名）、教育総務課長、総務企画係長 （以上 7名） 

 

 

5  訪問内容 

 ⑴ 浜田幼稚園内視察      30 分程度 

    

 ⑵ ヒアリング（園長・教頭対象）40分程度（園からの説明 15分程度） 

ア 意見交換 
  （ア）意見交換テーマ 

a 公立幼稚園統合後における課題等について 
b 通級教室設置後の課題等について 
c 幼児教育センター設置後の課題等について 

 

令和 5 年 8 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

教 育 総 務 課 
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令和 5 年度教育委員会学校訪問者名簿 

 

所 属 職 名 氏 名 備 考 

浜田市教育委員会 教育長 岡 田 泰 宏  

浜田市教育委員

会 
委員 杉野本 智 幸  

浜田市教育委員

会 
委員 花 田   香  

浜田市教育委員

会 
委員 岡 山 令 子  

浜田市教育委員

会 
委員 倉 本 一 三  

浜田市教育委員

会 
教育総務課長 藤 井 陽 子  

浜田市教育委員会 
教育総務課 

総務企画係長 
日ノ原   淳  

 

 ※ 浜田市教育委員会 7 名出席します。 

 

 



提 案 条 例 説 明 資 料 

 

担当部名称 教育委員会 

1 議 案 番 号 議案第○号 

2 題 名 浜田市立小中学校条例の一部を改正する条例 

3 目的・理由 

浜田市立雲雀丘小学校及び浜田市立第四中学校を令和 6

年 3 月末で閉校することに伴い、所要の改正を行うもので

す。 

4 概 要 

1  小学校の設置について定める表から次の小学校を削

る。（別表関係） 

浜田市立雲雀丘小学校 浜田市原井町 1045 番地 

2  中学校の設置について定める表から次の中学校を削

る。（別表関係） 

浜田市立第四中学校 浜田市内田町 1050 番地 

5 施行期日等 令和 6 年 4 月 1 日 

6 備 考 

閉校する小中学校の統合先は、次のとおりです。 

⑴ 雲雀丘小学校 ⇒ 原井小学校 

⑵ 第四中学校  ⇒ 第三中学校 
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浜田市立小中学校条例の一部を改正する条例 

 

浜田市立小中学校条例（平成 17 年浜田市条例第 90 号）の一部を次のよう

に改正する。 

別表 1  小学校の表浜田市立雲雀丘小学校の項を削り、別表 2  中学

校の表浜田市立第四中学校の項を削る。 

附 則 

この条例は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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新規・改正規程概要説明資料 

 

担当課名称 教育総務課   

1 区 分 新規 ・ 改正 規則 ・ 告示 ・ 訓令 

2 題   名 
浜田市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部

を改正する規則 

3 目的・理由 
浜田市立雲雀丘小学校及び第四中学校を令和 6 年 3 月末

で閉校することに伴い、通学区域の変更を行うものです。 

4 概 要 

1  別表第 1 関係 

⑴ 浜田市立原井小学校の項校区の欄に浜田市立雲雀丘

小学校の校区の区域を加える。 

⑵ 浜田市立雲雀丘小学校の項を削る。 

2  別表第 2 関係 

⑴ 浜田市立第二中学校の項校区の欄の雲雀丘小学校の

通学区域を削る。 

⑵ 浜田市立第三中学校の項校区の欄に浜田市立美川小

学校の通学区域を加える。 

⑶ 浜田市立第四中学校の項を削る。 

5 施行期日等 令和 6 年 4 月 1 日 
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浜田市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する

規則 

 

浜田市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則（平成 17 年浜田市教

育委員会規則第 15 号）の一部を次のように改正する。 

別表第 1 浜田市立原井小学校の項中「原町」の次に「、原井町、笠柄町」

を加え、同表浜田市立雲雀丘小学校の項を削る。 

別表第 2 浜田市立第二中学校の項中「浜田市立雲雀丘小学校の通学区域、」

を削り、同表浜田市立第三中学校の項中「浜田市立周布小学校の通学区域」

の次に「、浜田市立美川小学校の通学区域」を加え、同表浜田市立第四中学

校の項を削る。 

附 則 

この規則は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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提 案 条 例 説 明 資 料 

 

担当部名称 教育委員会 

1 議 案 番 号 議案第〇号 

2 題 名 浜田市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

3 目的・理由 

浜田市美術品等収集委員会について、所期の目的を達成

したことに伴い、当該委員会を廃止するため、所要の改正

を行うものです。 

4 概 要 

附属機関の設置等について定める別表から次の附属機関

を削る。 

⑴ 名称 浜田市美術品等収集委員会 

⑵ 担任事項 

教育委員会の諮問に応じ、美術品その他の芸術、歴

史及び民俗に関する資料の収集に関し必要な事項を審

議すること。 

5 施行期日等 

1  施行期日 公布の日 

2  浜田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正 

浜田市美術品等収集委員会委員の報酬に係る規定を削

る。 
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＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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＿
＿
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＿
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＿
＿
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＿

 

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
 

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
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  浜
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
平
成

2
0
年
浜
田
市
条
例
第

37
号
）
新
旧
対
照
表

 
 
（
下
線
部
分
が
改
正
箇
所
）

 

現
行

 
改
正
後
（
案
）

 

別
表
（
第

2
条
関
係
）

 
別
表
（
第

2
条
関
係
）

 

区
分

 
報
酬
額

 

〔
略
〕

 

浜
田
市
美
術
品
等
収
集
委
員
会
委
員

 
日
額

 
6
,
0
0
0
円

 

浜
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員

 
〃
＿

 
 

6,
00
0
円

 

〔
略
〕

 
 

区
分

 
報
酬
額

 

〔
略
〕

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
＿
＿

_
 

浜
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員

 
日
額

 
 
6
,0
0
0
円

 

〔
略
〕
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浜田市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

 

浜田市附属機関設置条例（平成 17 年浜田市条例第 18 号）の一部を次のよ

うに改正する。 

別表教育委員会の部浜田市美術品等収集委員会の項を削る。 

附 則 

（施行期日） 

1  この条例は、公布の日から施行する。 

（浜田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正） 

2  浜田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

（平成 20 年浜田市条例第 37 号）の一部を次のように改正する。 

別表浜田市美術品等収集委員会委員の項を削り、同表浜田市文化財審議

会委員の項中「〃 」を「日額」に改める。 
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新規・改正規程概要説明資料 

 

担当課名称 文化スポーツ課  

1 区 分 新規 ・ 改正 ・ 廃止 規則 ・ 告示 ・ 訓令 

2 題 名 浜田市美術品等収集委員会規則を廃止する規則 

3 目的・理由 
浜田市美術品等収集委員会について、所期の目的を達成

したことによる廃止に伴い、同規則を廃止するものです。 

4 概 要 浜田市美術品等収集委員会規則の廃止 

5 施行期日等 

1  施行期日 公布の日 

2  浜田市教育委員会事務局組織規則の一部改正 

⑴ 分掌事務の変更（第 4 条関係） 

文化スポーツ課芸術文化振興係が所管する事務か

ら、浜田市美術品等収集委員会委員に係る項目を削る。 

3  浜田市教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部

改正 

⑴ 委任する事務の変更（第 2 条関係） 

委員の委嘱に係る規定について、美術品等収集委員

会委員を削る。 

 

資料5
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  浜
田
市
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成

17
年
浜
田
市
教
委
規
則
第

4号
）
新
旧
対
照
表

 
 
（
下
線
部
分
が
改
正
箇
所
）

 

現
行

 
改
正
後
（
案
）

 

（
事
務
局
の
分
掌
事
務
）

 
（
事
務
局
の
分
掌
事
務
）

 

第
4
条

 
事
務
局
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
第
4
条

 
事
務
局
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

〔
略
〕

 
〔
略
〕

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

 
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

 

芸
術
文
化
振
興
係

 
芸
術
文
化
振
興
係

 

（
1
）

 
芸
術
文
化
の
振
興
に
係
る
施
策
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

1
）

 
芸
術
文
化
の
振
興
に
係
る
施
策
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
2
）

 
教
育
文
化
振
興
に
係
る
公
益
財
団
法
人
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

2
）

 
教
育
文
化
振
興
に
係
る
公
益
財
団
法
人
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
3
）

 
芸
術
文
化
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

3
）

 
芸
術
文
化
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
4
）

 
美
術
品
等
収
集
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

 
〔
削
る
〕

 

（
5
）

 
文
化
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

4
）

 
文
化
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
6
）

 
そ
の
他
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

5
）

 
そ
の
他
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
7
）

 
課
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

 
（

6
）

 
課
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

 

〔
略
〕

 
〔
略
〕
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  浜
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
（
平
成

1
7
年
浜
田
市
教
委
規
則
第

6
号
）
新
旧
対
照
表

 
 
（
下
線
部
分
が
改
正
箇
所
）

 

現
行

 
改
正
後
（
案
）

 

（
委
任
す
る
事
務
）

 
（
委
任
す
る
事
務
）

 

第
2
条

 
教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除
き
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
教
育

事
務
を
教
育
長
に
委
任
す
る
。

 

第
2
条

 
教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除
き
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
教
育

事
務
を
教
育
長
に
委
任
す
る
。

 

(1
)
～
(
9)

 
〔
略
〕

 
(1
)
～

(
9)

 
〔
略
〕

 

(1
0)

 
社
会
教
育
委
員
、
図
書
館
協
議
会
委
員
、
文
化
財
審
議
会
委
員
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
及
び
美
術
品
等
収
集
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す
る
こ

と
。

 

(1
0)

 
社
会
教
育
委
員
、
図
書
館
協
議
会
委
員
、
文
化
財
審
議
会
委
員
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
を
委
嘱
す
る
こ

と
。
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浜田市美術品等収集委員会規則を廃止する規則 

 

浜田市美術品等収集委員会規則（平成 17 年浜田市教育委員会規則第 57 号）

は、廃止する。 

附 則 

（施行期日） 

1  この規則は、公布の日から施行する。 

（浜田市教育委員会事務局組織規則の一部改正） 

2  浜田市教育委員会事務局組織規則（平成 17 年浜田市教育委員会規則第 4

号）の一部を次のように改正する。 

第 4 条の表文化スポーツ課芸術文化振興係の項中第 4 号を削り、第 5 号

を第 4 号とし、第 6 号を第 5 号とし、第 7 号を第 6 号とする。 

（浜田市教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部改正） 

3  浜田市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成 17 年浜田市教育

委員会規則第 6 号）の一部を次のように改正する。 

第 2 条第 10 号中「、スポーツ推進審議会委員及び美術品等収集委員会委

員」を「及びスポーツ推進審議会委員」に改める。 
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8
月
2
2
日

～
9
月
3
0
日

月
日

曜
日

開
始

～
終
了

内
　

容
場

所
担

当
課

教
育

委
員

備
　

考

6月
10
日

～
9月

24
日

～
浜

田
城

資
料

館
企

画
展

「
八

右
衛

門
と

竹
嶋

一
件

」
浜

田
城

資
料

館
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

6月
10
日

～
9月

24
日

～
高

校
生

学
芸

員
の

研
究

成
果

特
別

展
（

HA
MA

DA
教

育
魅

力
化

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
主

催
）

浜
田

城
資

料
館

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

7
月

1
日

～
8
月

3
1
日

浜
田

郷
土

資
料

館
企

画
展

「
名

誉
市

民
　

故
佐

々
木

正
先

生
寄

贈
品

展
」

浜
田
郷
土
資
料
館

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

7月
15
日

～
9月

24
日

～
世
界
こ
ど
も
美
術
館
　
企
画
展
「
森
と
あ
そ
ぶ
ア
ー
ト
展
」

世
界

こ
ど

も
美

術
館

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

8月
1日

～
31
日

～
世
界

こ
ど

も
美

術
館

「
～

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

ト
で

遊
ぶ

不
思

議
な

森
～

き
み

の
も

り
」

世
界

こ
ど

も
美

術
館

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

8月
31
日

(木
)

9:
45

～
12

:1
5
少

年
の

主
張

浜
田

市
大

会
三

隅
中

央
会

館
学

校
教

育
課

〇
9月

9日
～

11
月

23
日

～
石

本
正
『
石
本
正
 
祈
り
の
か
た
ち
展
―
浜
田
の
財
と
と
も
に
―
』
　

石
正

美
術

館
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

9月
9日

～
11
月

23
日

～
第

8回
石

本
正

日
本

画
大

賞
展

石
正

美
術

館
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

9月
19
日

(火
)

14
:0

0
～

16
:0

0
税

に
関

す
る

絵
は

が
き

コ
ン

ク
ー

ル
浜

田
地

区
審

査
会

浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育

総
務

課

9月
26
日

(火
)

13
:3

0
～

第
21

9回
教

育
委

員
会

定
例

会
北
分
庁
舎
2
階
会
議
室
1
教

育
総

務
課

〇

9月
29
日

(金
)

8:
30

～
11

:3
5
教

育
委

員
会

学
校

訪
問

（
小

学
校

・
幼

稚
園

）
石

見
小

学
校

外
教

育
総

務
課

〇
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

行
　
事
　
等
　
予
　
定
　
表
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中央図書館・三隅図書館開館 10 周年記念イベントについて 
          

中央図書館・三隅図書館の開館 10 周年を記念して 8 月 11 日（金・祝）にイベント

を開催しましたので報告します。 

 

1 児童文学作家 村中李衣さん講演会 

「読みあいで、やわらかなコミュニケーション」 

 ・日 時 14：00～15：30 

 ・場 所 中央図書館 多目的ホール 

 

 児童文学作家であり、「読みあい」の実践を

されている村中さんから絵本を通したコミュニ

ケーションについて実践をまじえながらお話い

ただきました。 

 ・参加者   58 名 

 

 

2 児童文学作家 村中李衣さんによるおはなし会 

 ・日 時 10：30～11：00 

 ・場 所 三隅図書館 おはなしのへや 

 

参加を促しながらの子どもも大人も物語に引き込

んでいく「読みあい」によるおはなし会を開催しま

した。 

 ・参加者   30 名 

 

 

3 移動図書館車特別開館  

 ・日 時 9：30～12：00 

 ・場 所 中央図書館 駐車場 

 

移動図書館車を中央図書館で特別に開館し、車内の見学

や貸出を行いました。 

 ・参加者   37 名 

令和 5 年 8 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

教 育 総 務 課 

　　　　　　資料7



4 盲導犬デモンストレーション 

 ・日 時  10：00～11：30 

 ・場 所  中央図書館  

コミュニケーションスペース 

 

 日本盲導犬協会の職員の方から盲導犬の活動など

について図書館内での実演を交えながらお話いただ

きました。 

・参加者   51 名 

 

 

5 高校生企画コーナー 

 ・日 時 14：00～16：00 

 ・場 所 中央図書館 

コミュニケーションスペースなど 

 

 高校生「地域協働活動」プロジェクトにより

市内高校生 14 名がボランティアとして企画か

ら運営までを行いました。小学生以下を対象と

した絵本の読み聞かせ＆工作のコーナーを開設

し多くの子どもたちでにぎわいました。 

・参加者   48 名 

 



 

 

中学校部活動における全国大会出場について 

 

このことについて、浜田市内の生徒 12 名が日本中学校体育連盟主催の全国中学校体

育大会に出場しますので報告します。 

 

 

1 陸上  

 

大 会 名  第 50 回全日本中学校陸上競技選手権大会 

開 催 日  令和 5年 8月 22 日（火）～25 日(金) 

会 場  愛媛県総合運動公園陸上競技場（愛媛県松山市） 

 

■出 場 者 

 

 

2 柔道  

 

大 会 名  第 54 回全国中学校柔道大会 

開 催 日  令和 5年 8月 17 日（木）～20 日(日) 

会 場  鳴門・大塚スポーツパーク アミノバリューホール（徳島県鳴門市） 

 

■出 場 者 

 

  

氏名（学校・学年） 種目 今年の主な記録 

景 山
かげやま

 裕
ゆう

真
ま
 （一中・3年） 男子 400m 

県大会  1 位 

中国大会 2 位 

須
す
古星
こぼし

 駿
しゅん

太
た
 （一中・3年） 男子 1500m 県大会  1 位 

松 崎
まつざき

 悠 生
ゆうせい

 （一中・3年） 男子 800m 県大会  7 位 

氏名（学校・学年） 種目 今年の主な記録 

齋 藤
さいとう

 美里
みさと

 （三隅中・2年） 
女子個人 

40kg 級 

県大会  1 位 

中国大会 3 位 

令 和 5 年 8 月 2 2 日 

教育委員会定例会資料 

学 校 教 育 課 

           資料8
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3 ソフトテニス  

 

大 会 名  第 54 回全国中学校ソフトテニス大会 

開 催 日  令和 5年 8月 21 日（月）～23 日(水) 

会 場  今治市営スポーツパーク テニスコート（愛媛県今治市） 

 

■出 場 者 

 

氏名（学校・学年） 種目 今年の主な記録 

竹田
たけだ

 悠生
はるき

 

山 下
やました

 柊 人
しゅうと

 

河野
こうの

 穗
ほ

希
まれ

 

松田
まつだ

 彬
あき

良
ら
 

佐藤
さとう

 宏
こう

祐
すけ

 

森 川
もりかわ

 滉
こう

介
すけ

 

川 神
かわかみ

 永湧
と わ

 

竹田
たけだ

 睦
りく

 

（一中・3年） 

（一中・3年） 

（一中・3年） 

（一中・3年） 

（一中・2年） 

（一中・3年） 

（一中・3年） 

（一中・1年） 

男子団体 
県大会  1 位 

中国大会 3 位 

-2-



                                        

 

                                開催期間：令和 5 年 7 月 8 日（土）～24 日（月） 

○体操競技 （7/8･9 島根県立体育館） 

種 目 順位 氏名・学校名等 
※1 中国
大会出場 

※2 全国
大会出場 

男子 種目別（跳馬） 3 位 杉本 玲慎 浜田三･2 年 － － 

女子 

団体 1 位 浜田一 3 位 － 

団体 2 位 旭 － － 

個人総合 3 位 福田 佳穂 旭･3 年 18 位 － 

種目別（跳馬） 
3 位 上野 千咲 浜田一･1 年 － － 

3 位 福田 佳穂 旭･3 年 － － 

種目別（ゆか） 2 位 福田 佳穂 旭･3 年 － － 

※1 中国大会は県総体団体 1位、個人総合は団体 1位を除く上位4人が出場。 
出場した場合は「○」を、出場して総合順位が明らかなものは「当該順位」をそれぞれ記載し
ている。以下同様。 

※2 全国大会は中国大会団体 1位、個人は団体 1位を除く上位 4人が出場。 
 

○陸上競技 （7/21～7/23 島根県立浜山公園陸上競技場） 

  ※1 中国大会は県総体 3位までが出場。（リレーは全学年 1校のみが出場。） 
※2 全国大会は参加標準記録突破者が出場。（ただしリレーは全日本中学校通信陸上競技大会島根

県大会の 1位が出場。） 
※3 全学年 800ｍの松崎選手は、専門部の推薦で全国大会へ出場。 
※4 中国大会は棄権。 

 

 

 

種 目 順位 氏名・学校名等 
※1 中国
大会出場 

※2 全国
大会出場 

男子 

全学年 200ｍ 1 位 景山 裕真 浜田一･3 年 ○ － 

全学年 400ｍ 1 位 景山 裕真 浜田一･3 年 2 位 ○ 

全学年 800ｍ ※3 7 位 松崎 悠生 浜田一･3 年 － ○ 

1 年 1500ｍ 1 位 大川 颯太 浜田三･1 年 11 位 － 

3 年 1500ｍ 1 位 須古星 駿太 浜田一･3 年 ○ ※4 ○ 

全学年 110ｍＨ 3 位 吉本 日向 浜田一･3 年 5 位 － 

全学年走高跳 2 位 久本 悠睦 浜田一･3 年 ○ － 

1 年 4×100ｍＲ 3 位 浜田一 － － 

全学年 4×100ｍＲ 1 位 浜田一 － － 

低学年 4×100ｍＲ 1 位 浜田東 － － 

女子 

2・3年800ｍ 1 位 大濵 歩花 浜田三･3 年 ○ － 

全学年1500ｍ 1 位 大濵 歩花 浜田三･3 年 11 位 － 

全学年走幅跳 

1 位 安達 夕里 浜田一･3 年 4 位 － 

2 位 新田 朋華 三隅･1 年 12 位 － 

3 位 鞍田 結 浜田東･3 年 15 位 － 

第 57回島根県中学校総合体育大会の成績について（3位以上） 
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○ソフトテニス （7/22･23 安来運動公園内テニスコート） 

種 目 順位 氏名・学校名等 
※1 中国
大会出場 

※2 全国
大会出場 

男子 団体戦 1 位 浜田一 3 位 ○ 

※1 中国大会は男女団体上位 2チーム、個人上位 8組までが出場。 
※2 全国大会は団体戦上位 3チームおよび個人戦上位 6ペアが出場。 

 

○柔道 （7/22･23 島根県立武道館） 

種 目 順位 氏名・学校名等 
※1 中国
大会出場 

※2 全国
大会出場 

男子 

50kg 級 3 位 堤 大河 三隅･2 年 － － 

66kg 級 
2 位 平川 優輝 三隅･2 年 ○ － 

3 位 引地 翔希 浜田三･3 年 － － 

81kg 級 3 位 中島 大悟 浜田一･3 年 － － 

女子 40kg 級 1 位 齋藤 美里 三隅･2 年 3 位 ○ 

  ※1 中国大会は県総体 2位までが出場。 
※2 全国大会は県総体 1位が出場。  

 

○水泳競技 （7/22･23 島根県立水泳プール） 

種 目 順位 氏名・学校名等 
※1 中国
大会出場 

※2 全国
大会出場 

男子 

50ｍ自由形 3 位 篠原 蒼心 三隅･3 年 ○ － 

100ｍ自由形 1 位 篠原 蒼心 三隅･3 年 ○ － 

200ｍ自由形 2 位 岩谷 樹希 浜田一･2 年 ○ － 

400ｍ自由形 2 位 岩谷 樹希 浜田一･2 年 6 位 － 

1500ｍ自由形 
1 位 寺門 柊馬 浜田一･3 年 ○ － 

2 位 寺門 維吹 浜田一･1 年 ○ － 

100ｍ背泳ぎ 3 位 佐々木 隆一朗 浜田一･3 年 ○ － 

200ｍ背泳ぎ 2 位 佐々木 隆一朗 浜田一･3 年 8 位 － 

100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2 位 杉本 舷 浜田一･3 年 6 位 － 

200ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1 位 杉本 舷 浜田一･3 年 6 位 － 

4×100ｍＦＲ 1 位 浜田一 4 位 － 

4×100ｍＭＲ 1 位 浜田一 3 位 － 

女子 

100ｍ自由形 3 位 山本 玲葵 三隅･1 年 ○ － 

200ｍ自由形 1 位 小池 優羽 浜田三･3 年 ○ － 

400ｍ自由形 1 位 小池 優羽 浜田三･3 年 ○ － 

100ｍ背泳ぎ 3 位 平木 結菜 三隅･3 年 ○ － 

200ｍ個人メドレー 3 位 濵本 美成 浜田三･3 年 ○ － 

400ｍ個人メドレー 1 位 濵本 美成 浜田三･3 年 ○ － 

  ※1 中国大会は個人種目においては県総体 3位まで、リレーにおいては優勝校が出場。 
※2 全国大会は参加標準記録突破者が出場。   

 

-4-



- 1 - 

令和５年度全国学力・学習状況調査結果（概要）について 

浜田市教育委員会 

1 調査の概要 

⑴ 調査実施日  令和５年４月１８日（火） 

⑵ 調査の対象 

    国・公・私立学校小学校6年生（特別支援学校含む） 全児童 

    国・公・私立学校中学校3年生（特別支援学校含む） 全生徒 

    ※ 特別支援学校及び小中学校の特別支援学級在籍者のうち、下学年の内容などに代替して指

導を受けている児童生徒や特別支援学校の教科の内容の指導を受けている知的障がい者であ

る児童生徒は、調査対象としない。 

⑶ 浜田市での調査対象児童生徒数  ・小学校 388名 ・中学校 369名 

⑷ 調査の内容  

① 教科に関する調査 小６：国語・算数  中３：国語・数学・英語 

  ※ 中学校英語「話すこと」については、生徒が活用するICT端末等を利用したオンライン方

式によって実施。 

② 質問紙調査    児童生徒に対する質問紙調査   学校に対する学校質問紙調査 

 

２ 各教科の平均正答率 

  中学校の英語については、前回調査が令和１年度であった。したがって、「差」については令和１年

度との比較とした。 

（１）小 学 校 

 

平均正答率（％） 

浜田市 島根県 全国 
差(市－県) 

＜昨年＞ 

差(市－国) 

＜昨年＞ 

差(県－国) 

＜昨年＞ 

国 語 ６4.0 ６5.0 67.2 
-1.0 

＜-4.0＞ 

-3.2 

＜-5.6＞ 

-2.2 

＜-1.6＞ 

算 数 58.0 59.0 62.5 
-1.0 

＜-4.0＞ 

-4.5 

＜-6.2＞ 

-3.5 

＜-2.2＞ 

 

（2）中 学 校 

 

平均正答率（％） 

浜田市 島根県 全国 
差(市－県) 

＜昨年＞ 

差(市－国) 

＜昨年＞ 

差(県－国) 

＜昨年＞ 

国 語 ６8.0 70.0 69.8 
-2.0 

＜±0＞ 

-1.8 

＜±0＞ 

+0.2 

＜±０＞ 

数 学 47.0 48.0 ５1.0 
-1.0 

＜-3.0＞ 

-4.0 

＜-5.4＞ 

-3.0 

＜-2.4＞ 

英 語 38.0 40.0 45.6 
-2.0 

＜-4.0＞ 

-7.6 

＜-7.0＞ 

-5.6 

＜-3.0＞ 

 

令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ２ 日 

教育委員会定例会資料 

学 力 向 上 推 進 室 

　　　　　　資料9
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３ 浜田市の結果 

⑴ 各教科の分類別集計結果の概要 

※ ○：市が県を2ポイント以上、上回るもの 

－：市と県の差が2ポイント未満のもの 

     △：市が県を2ポイント以上、下回るもの 

  ① 小学校国語 

学習指導要領の領域 
対象設問数 

１４ 

平均正答率（%） 

浜田市 島根県 差 

言葉の特徴や使い方に関する事項 ５ 67.8 70.9 -3.1 △ 

情報の扱い方に関する事項 ２ 61.1 61.1 0 - 

我が国の言語文化に関する事項 ０     

話すこと・聞くこと ３ 69.5 70.6 -1.1 - 

書くこと １ 22.9 22.6  +0.3 - 

読むこと ３ 66.7 68.0  -1.3 - 

② 小学校算数 

学習指導要領の領域 
対象設問数 

１６ 

平均正答率（%） 

浜田市 島根県 差 

数と計算 ６ 63.7 63.8 -0.1 － 

図形 ４ 42.7 43.3 -0.6 － 

測定 ０       

変化と関係 ４ 64.4 66.6 -2.2 △ 

データの活用 ３ 62.0 62.8 -0.8 － 

④ 中学校国語 

学習指導要領の領域 
対象設問数 

１５ 

平均正答率（%） 

浜田市 島根県 差 

知識 

及び 

技能 

(1) 言葉の特徴や使い方 ２ 72.5 70.1 +2.4 〇 

(2) 情報の扱い方 ２ 61.5 62.7 -1.2 - 

(3) 我が国の言語文化 ３ 70.7 75.8 -0.5 △ 

思考力 

判断力 

表現力 

A 話すこと・聞くこと ３ 82.0 81.5 +0.5 - 

B 書くこと ２ 57.0 61.2 -4.2 △ 

C 読むこと ４ 59.5 62.9 -3.4 △ 

⑤ 中学校数学 

学習指導要領の領域 
対象設問数 

１５ 

平均正答率（%） 

浜田市 島根県 差 

数と式 ５ 57.3 58.9 -1.6 - 

図形 ３ 27.5 29.4 -1.9 - 

関数 ４ 44.8 48.4 -3.6 △ 

データの活用 ３ 51.4 48.6 +2.8 ○ 
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⑥ 中学校英語 

学習指導要領の領域 
対象設問数 

１７ 

平均正答率（%） 

浜田市 島根県 差 

聞くこと ６ 52.2 52.5 -0.3 - 

読むこと ６ 43.9 46.2 -2.3 △ 

書くこと ５ 14.6 17.3 -2.7 △ 

 ※ 「話すこと」については、オンラインの音声録音方式で実施。令和5年度については、浜田市

は期間内実施校であり、結果提供は８月下旬となっていることから、表からは省略している。 

 

⑵ 平均正答率の県との差の推移（英語については実施回数が少ないため省略） 

  小６国語                   小６算数 

 

中３国語                   中３数学 
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⑶ 対象学年の平均正答率の県との差の経年比較 

   現中学校3年生                 現小学校6年生 

学年・学力調査 

種別 
国語 数学 英語 

 学年・学力調査

種別 
国語 算数 

R３県学力 

（中１） 
-3.2 -4.5 -2.8 

R４県学力 

（小５） 
-2.9 -2.0 

R４県学力 

（中２） 
-2.7 -2.9 -3.8 

R５全国学力 

（小６） 
-1.0 -1.0 

R５全国学力 

（中３） 
-2.0 -1.0 -2.0 

 

 

⑷ 問題形式別の県との差 

  ※（ ）内の数値は令和4年度（英語は令和1年度）の県との差を表す 

 小６国語 小６算数 中３国語 中３数学 中３英語 

選択式 
-1.0 

(-4.6) 

－0.7 

(-4.7) 

-0.8 

(-0.4) 

-2.6 

(-2.2) 

-1.2 

(-1.3) 

短答式 
-4.7 

(-5.8) 

－0.8 

(-3.3) 

-1.9 

(+0.3) 

+1.5 

(-3.2) 

-3.2 

(-3.3) 

記述式 
-1.3 

(-2.4) 

－1.3 

(-3.8) 

-3.4 

(-0.2) 

-3.7 

(-2.3) 

-2.0 

(±0) 

 

⑸ 正答率分布 

小6国語 【令和４年度】               【令和５年度】 
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小6算数 【令和４年度】               【令和５年度】 

 

中3国語 【令和４年度】               【令和５年度】 

 

 

 

 

 

 

中3数学 【令和４年度】               【令和５年度】 

 

 

 

 

 

 

中3英語 【令和１年度】               【令和５年度】 
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⑹ 教科に関する結果の概要 

 ① 浜田市児童生徒の平均正答率の特徴 

   県平均正答率と比較して上回っている設問の上位３設問及び下回っている下位 3 設問の状況は   

以下のとおりである。 

問題番号 正答率 問題形式 問題の概要 出題の趣旨 領域等 

２一 
90.0％ 
(+2.4) 

選択式 
[±0] 

【資料１】と【資料２】に
書かれている内容として
適切なものを選択する 

目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約
することができるかどう
かをみる 

読むこと 
 

１三 
（2）イ 

92.8％ 
(+1.9) 

選択式 
[-0.3] 

【川村さんの文章】の下線
部イを、送り仮名に気をつ
けて書き直したものにし
て適切なものを選択する
（くらべて） 

送り仮名に注意して、漢字
を文の中で正しく使うこ
とができるかどうかをみ
る 

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項 

3一(1) 
71.7％ 
(+0.9) 

選択式 
[-1.9] 

【インタビューの様子】の
傍線部ア（～ということだ
と思いますが、合っていま
すか。）のように質問をし
た理由として適切なもの
を選択する 

必要なことを質問しなが
ら聞き、話し手が伝えたい
ことや自分が聞きたいこ
との中心を捉えることが
できるかどうかをみる 

話すこと・
聞くこと 

1三 
（1）ア 

42.7％ 
(-8.9) 

短答式 
[-10.1] 

【川村さんの文章】の下線
部アを、漢字を使って書き
直す（いがい） 

学年別漢字配当表に示さ
れている漢字を文の中で
正しく使うことができる
かどうかをみる 

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項 

２二 
55.3％ 
(-5.9) 

選択式 
[-12.1] 

【相田さんのメモ】の空欄
に当てはまる内容として
適切なものを選択する 

目的に応じて文章と図表
などを結び付けるなどし
て必要な情報を見付ける
ことができるかどうかを
みる 

読むこと 

３三 
55.3％ 
(-4.6) 

選択式 
[-2.3] 

敬語の使い方をまとめた
【谷さんのノートの一部】
の空欄に入る内容として
適切なものを選択する 

日常よく使われる敬語を
理解しているかどうかを
みる 

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項 

 

【中学校国語】 

問題番号 正答率 問題形式 問題の概要 出題の趣旨 領域 

3二 
54.2％ 
(+4.7) 

短答式 
[+10.3] 

漢字を書く 
（おしはかって） 

文脈に即して漢字を正し
く書くことができるかど
うかをみる 

言葉の特
徴や使い
方に関す
る事項 

２二 
64.2％ 
(+2.1) 

選択式 
[+1.2] 

二つの文章に共通する表
現の効果を説明したもの
として適切なものを選択
する 

観点を明確にして文章を
比較し、表現の効果につい
て考えることができるか
どうかをみる 

読むこと 

1四 
83.7％ 
(+1.1) 

記述式 
[+1.2] 

インタビューのまとめと
してどのようなことを述
べているのか、自分の考え
を書く 

聞き取ったことを基に、目
的に沿って自分の考えを
まとめることができるか
どうかをみる 

話すこと・
聞くこと 

4一 
77.0％ 
(-7.9) 

短答式 
[-5.5] 

歴史的仮名遣いを現代仮
名遣いに直す（いひける） 

歴史的仮名遣いを現代仮
名遣いに直して読むこと
ができるかどうかをみる 

我が国の
言語文化
に関する
事項 

2四 
61.5％ 
(-6.1) 

記述式 
[-5.9] 

自分がこれからどのよう
に本を読んでいきたいか
について、読んだ文章を参

文章を読んで理解したこ
となどを知識や経験と結
び付け、自分の考えを広げ

我が国の
言語文化
に関する
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考にして、知識や経験に触
れながら書く 

たり深めたりすることが
できるかどうかをみる 

事項 
読むこと 

2三 
68.3％ 
(-5.3) 

選択式 
[-5.9] 

それぞれの文章で述べら
れている「読書の楽しみ」
として適切なものを選択
する 

文章の中心的な部分と付
加的な部分について「記述
を基に捉え、要旨を把握す
ることができるかどうか
をみる 

読むこと 

 

【小学校算数】 

問題番号 正答率 問題形式 問題の概要 出題の趣旨 領域 

３⑷ 
46.4％ 
(+3.1) 

選択式 
[-1.2] 

66÷3 の筆算の仕方を説
明した図を基に、筆算の
商の十の位に当たる式を
選ぶ 

(２位数)÷(１位数)の筆
算について、図を基に、各
段階の商の意味を考える
ことができる 

数と計算 

２⑴ 
58.0％ 
(+1.6) 

選択式 
[-1.8] 

テープを２本の直線で切
ってできた四角形の名前
と、その四角形の特徴を
選ぶ 

台形の意味や性質につい
て理解しているかどうか
をみる 

図形 

３⑶ 
67.3％ 
(+0.8) 

短答式 
[-5.1] 

(151+49)×3 と 151×
3+49×3 を計算したり、
分配法則を用いたりして
答えを求める 

加法と乗法の混合した整
数の計算をしたり、分配法
則を用いたりすることが
できるかどうかをみる 

数と計算 
 

４⑴ 
37.4％ 
(-3.2) 

選択式 
[-8.6] 

示された基準量と比較量
から、割合が30％になる
ものを選ぶ 

百分率で表された割合に
ついて理解しているかど
うかをみる 

変化と関
係 

１⑶ 
45.6％ 
(-3.1) 

記述式 
[-9.9] 

椅子4脚の重さが7㎏で
あることを基に、48脚の
椅子の重さの求め方と答
えを書く 

伴って変わる二つの数量
が比例の関係にあること
を用いて、知りたい数量の
大きさの求め方と答えを
式や言葉を用いて記述で
きるかどうかをみる 

変化と関
係 

３⑴ 
63.9％ 
(-2.9) 

選択式 
[-6.4] 

２種類の辞典を全部並べ
た長さを求める二つの式
について、それぞれどの
ようなことを表している
のかを選ぶ 

（ ）を用いた式や、加法
と乗法の混合した式を場
面と関連付けて読み取る
ことができるかどうかを
みる 

数と計算 

 

【中学校数学】 

問題番号 正答率 問題形式 問題の概要 出題の趣旨 領域 

５ 
53.1％ 
(+8.8) 

短答式 
[+7.0] 

女子５０ｍ自由形の記録
の、最小の階級から２９．
００秒以上３０．００秒
未満の階級までの累積度
数を求める 

累積度数の意味を理解し
ているかどうかをみる 

データの
活用 

７⑴ 
68.3％ 
(+3.2) 

短答式 
[+2.6] 

１９６１年～１９７５年
の四分位範囲を求める 

四分位範囲の意味を理解
しているかどうかをみる 

データの
活用 

６⑴ 
90.2％ 
(+1.3) 

短答式 
[+1.3] 

はじめの数が１１のと
き、はじめの数にかける
数が２、たす数が３のと
きの計算結果を求める 

問題場面における考察の
対象を明確に捉えること
ができるかどうかをみる 

数と式 

８⑶ 
36.0％ 
(-6.0) 

記述式 
[-6.8] 

グラフや式を用いて、新
緑大学の選手が晴天大学
の選手に追いつくのが、
６区のスタート地点から
およそ何ｍの地点になる

事象を数学的に解釈し、問
題解決の方法を数学的に
説明することができるか
どうかをみる 

関数 
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かを求める方法を説明す
る 

６⑶ 
33.3％ 
(-3.8) 

記述式 
[-7.6] 

はじめの数にかける数が
いくつ、たす数がいくつ
であれば、計算結果はい
つでも４の倍数になるか
を説明する 

結論が成り立つための前
提を、問題解決の過程や結
果を振り返って考え、成り
立つ事柄を見いだし、説明
することができるかどう
かをみる 

数と式 

８⑵ 
55.0％ 
(-3.7) 

選択式 
[-6.7] 

二人の選手のグラフが直
線で表されていることの
前提となっている事柄を
選ぶ 

事象を理想化・単純化する
ことで表された直線のグ
ラフを、事象に即して解釈
することができるかどう
かをみる 

関数 

 

【中学校英語】 

問題番号 正答率 問題形式 問題の概要 出題の趣旨 領域 

１⑴ 
77.9％ 
(+3.7) 

選択式 
[-1.1] 

ある状況を描写する英語
を聞き、その内容を最も
適切に表している絵を選
択する 

情報を正確に聞き取るこ
とができるかどうかをみ
る 

聞くこと 

３ 
36.9％ 
(+1.8) 

選択式 
[-4.3] 

バーベキューパーティー
についての説明を聞き、
質問の答えとして最も適
切なものを選択する 

日常的な話題について、自
分の置かれた状況などか
ら判断して、必要な情報を
聞き取ることができるか
どうかをみる 

聞くこと 

７⑴ 
53.9％ 
(+1.8) 

選択式 
[-5.9] 

図書館について書かれた
英文を読み、文中の空所
に入る適切な語句を選択
する 

文と文との関係を正確に
読み取ることができるか
どうかをみる 

読むこと 

６ 
24.0％ 
(-4.4) 

選択式 
[-11.9] 

友達からのメールを読
み、相手が示した条件に
合うイベントとして最も
適切なものを選択する 

日常的な話題について、自
分の置かれた状況などか
ら判断して、必要な情報を
読み取ることができるか
どうかをみる 

読むこと 

７⑵ 
27.5％ 
(-3.8) 

選択式 
[-7.2] 

図書館について書かれた
英文を読み、その概要と
して最も適切なものを選
択する 

日常的な話題について、短
い文章の概要を捉えるこ
とができるかどうかをみ
る 

読むこと 

９⑴① 
27.8％ 
(-3.6) 

短答式 
[-12.6] 

与えられた英語を適切な
形に変えたり、不足して
いる語を補ったりして、
会話が成り立つように英
文を完成させる 

未来表現（be going to）
の肯定文を正確に書くこ
とができるかどうかをみ
る 

書くこと 

② 国語について（成果（○）と課題（▲）、今後の指導のポイント（★）） 

小学校国語（６年生） 

○ 県正答率との差は、-1.0Pで昨年度より３P縮小している。 

○ 「書くこと」では県平均正答率を0.3P上回り、「情報の活用」では県平均正答率と同率となっ

た。県との差についても「話すこと・聞くこと」R4：-4.8⇒R5：-1.1、「読むこと」R4：-3.8⇒

R5：-1.3と差が縮小している。 

○ 問題の終盤での無回答率は、県や全国の無回答率より少ない。 

▲ 領域別では、「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題がある 

▲ 出題内容別では、「漢字を書くこと」「敬語の理解」に課題がある。 

★ 普段の生活の中で漢字や敬語を使うようにするとともに、習得のための手立てを考える。 
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★ 読解力の育成を目指した指定校の取組への支援を充実させ、その取組の成果を各学校へ広げ

ていく。また、学校図書館活用教育、調べる学習等の取組も継続していく。 

   中学校国語（３年生） 

○ 領域別では、「言葉の特徴や使い方に関する事項」「話すこと・聞くこと」において、それぞれ

2.4P、0.5P県平均正答率を上回った。 

○ 出題内容別では、「漢字を書くこと」「自分の考えをまとめること」「表現の効果について考え

ること」が県の平均正答率を上回った。 

▲ 県平均正答率との差は、-2.0Pで昨年度より差が2.0P広がっている。 

▲ 領域別では、「書くこと」「読むこと」に課題がある。 

▲ 出題内容別では、古典に課題がある。 

★ 学校図書館活用教育、調べる学習等の取組を継続し、古典に親しませる工夫をしていく。 

★ 文章を読んで理解したことに知識や経験を結び付けて考えたり、表現の効果を考えたりする

場を授業の中に意識的に取り入れて、自己の考えを書く活動を重視する。 

③ 算数・数学について（成果（○）と課題（▲）、今後の指導のポイント（★）） 

小学校算数（６年生） 

   ○ 県平均正答率との差は－1.0Ｐと、昨年度より3Ｐ縮小している。 

   ○ ４つの領域とも県平均を下回っている。しかし、「数と計算」「図形」「データの活用」ではそ 

    の差はいずれも1Ｐ未満であり、「変化と関係」領域においても「Ｒ4：4.0Ｐ➡Ｒ5：2.2Ｐ」と 

    その差が縮小している。 

   ○ 問題内容別（選択式、短答式、記述式）正答率は、県平均正答率との差が最大（記述式）で 

－1.3Ｐであり、差は縮小している。 

   ○ 全般的に県平均正答率との差は縮小しており、各校における授業改善が進んでいることが認 

    められる。 

   ▲ 記述式の問題の正答率が他の出題内容より低く課題がある。 

▲ 「図形領域」において、「三角形の面積」では「底辺と高さ」の関係の確かな理解に基づいて、 

公式を活用することに、また図形の性質の理解に課題がある。 

中学校数学（３年生） 

○ 平均正答率の県との差及び全国との差は、それぞれ前回調査から改善している。 

（県との差R4：-3.0Ｐ⇒ R5：-1.0Ｐ） 

○ 対象学年の平均正答率の県との差の経年比較によると、中学校１年時及び中学校２年時の県

学力調査から改善している。（中１：-4.5P ⇒ 中２：-2.9P ⇒ 中３：-1.0P） 

○ 領域別正答率では、「データの活用」について、県平均及び全国平均を上回っている。（県比

+2.8P、全国比+2.9P） 

○ 生徒質問紙調査から、「数学の勉強は好き」について、下記の表のとおり、前回調査との比較

でも、対象生徒の経年比較でも、肯定率の改善が認められた。これは、昨年度から「数学的活動

の充実」を重点として学校訪問で周知し、授業改善が行われている成果であると考えている。 

                   ＜前回調査との比較＞       ＜対象生徒の経年比較＞ 

調査 R4全国 R5全国  R3県(中1) R4県(中2) R5全国(中3) 

浜田市(県比) 53.9(-4.4) 57.4(-0.9)  54.4(-4.4) 54.9(-1.1) 57.4(-0.9) 

島根県 58.3 58.3  58.8 56.0 58.3 

全国 58.1 56.7    56.7 
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▲ 平均正答率について、改善はみられるものの、全国との差は依然大きい。（全国との差 -4.0P） 

▲ 領域別正答率では、「関数」について課題がある。（県との差 -3.6P） 

▲ 問題別正答率では、６⑶や８⑶に課題がある。これらの問題は、問題解決の方法や成り立つ事

柄を見いだして、数学的に「説明する」ことについて見る問題であった。 

▲ 生徒質問紙調査から、「授業の内容はよく分かる」(肯定率71.3％：県との差 -3.1%)及び「授

業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う」（肯定率74.0％：県との差 が 

-5.0%）について特に課題がある。 

★算数・数学についての今後の指導のポイントとして 

   重点としている「数学的活動の充実」による授業改善の推進 

・児童生徒の活動場面を保障する授業 

・「具体的な問題場面と数学的な表現」や「数学的な表現間」の関連付けの重視 

・指定校での実践の成果の普及 

    ・学校訪問指導による啓発 

 ④ 英語（中学校のみ）について（成果（○）と課題（▲）、今後の指導のポイント（★）） 

   ○ 平均正答率の県との差は、前回調査から改善している。（R1：-4.0P ⇒ R5：-2.0P） 

   ○ 対象学年の平均正答率の県との差の経年比較によると、中学校１年時及び中学校２年時の県

学力調査から改善している。（中１：-2.8P ⇒ 中２：-3.8P ⇒ 中３：-2.0P） 

   ○ 領域別正答率では、「聞くこと」については県とほぼ同程度（-0.3P）であり、これは前年度の

県学力調査と同様の傾向である。 

   ○ 生徒質問紙調査から、「英語の勉強は好き」について、肯定率は県を上回っている（+4.3P）。

これは、「スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動が行われ

ていた」への肯定率（79.9％：県比+4.2%、全国比+1.2%）が示すよう、「表現する」活動が充実

していることが一つの要因であると考えている。 

   ▲ 県平均との差は縮まっているものの、全国平均との差は依然大きい。（R1：-7.0P ⇒ R5：-7.6P） 

   ▲ 領域別正答率では、「読むこと」及び「書くこと」に課題がある。（県との差「読むこと」：-2.3P、

「書くこと」：-2.7P） 

   ▲ 問題別正答率では、６や７⑵に課題がある。これらの問題は、「置かれた状況などから判断し

て、必要な情報を読み取ること」や「文章の概要を捉えること」ができるかどうかを見る問題で

あった。 

   ▲ 生徒質問紙調査から、「原稿などの準備をすることなく、(即興で)自分の考えや気持ちなどを

英語で伝え合う活動が行われていた」への肯定率に特に課題がある（58.4％：県比-4.1%、全国

比-5.4%）。スピーチやプレゼンテーション等の「事前準備をした表現活動(単方向のコミュニケ

ーション)」は充実しているが、「(即興での)伝え合う活動(双方向のコミュニケーション)」の実

施状況が不十分であると考えられる。 

   ★ 目的、場面、状況を設定し、生徒が英語を使って気持ちや考えを「伝え合う」などの言語活動

を充実させていく。 

   ★ 教科書等を読む際は、１文ずつ理解するのではなく、初見のまとまった英文から必要な情報を

取り出すために、「目的を持って読む」などの活動を繰り返していく。 

   ★ 領域統合の活動を充実させていく。（例：聞いたり読んだりした内容について、感想や意見の

やり取りをする。また、その内容についてまとまった英文を書く。） 

⑤ 平均正答率の県との差の推移について 

小学校では、国語、算数ともに前回調査よりも県との平均正答率の差は縮小し、令和3年度以降
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は下降傾向にあった状況に若干の改善が認められた。 

     中学校では、平成30年度以降、県平均正答率との差が全体として縮小し、改善傾向にある。し

かし、国語については前回調査を下回った。 

⑥ 調査対象学年の県との差の経年比較について 

  小学校６年生、中学校３年生ともに、小学校５年生段階及び中学校１・２年生段階と比較して県

との差は縮小しており、授業改善の成果が認められる。 

⑦ 問題形式別の県との差について 

小学校については、全ての問題形式において県との差は縮小している。課題であった記述式につ

いても改善傾向が認められる。 

中学校については、特に記述式について課題がある。 

⑧ 正答率分布について 

これまで、小中学校共に高正答率者の割合が少なく、低正答率者の割合が高いことが課題であっ

た。高正答率者が少ないことは依然として課題ではあるが、前年度と比較して小学校では、国語、

算数ともに全国や県の正答率分布に近づいている。中学校では、教科によって正答率分布に大きな

違い（全国や県も同様）がある。国語は前年度と比較して、全国や県の分布に近づいている。数学

は低正答率者を中正答率層へ、中正答率者を高正答率層へ移行させていくことが必要である。英語

は、前回調査と比較して低正答率層が増えており、低正答率者を中正答率層へ移行させていく必要

がある。 

 

⑺ 児童生徒の意識調査及び学校質問紙調査（校長の自己評価）結果及び今後の取組の方向性 

   ここでは、児童生徒意識調査で注目をしている質問項目を挙げている。また、学校質問紙において

は、児童生徒意識調査で取り上げている項目と関連のある項目を挙げている。したがって、児童生徒

意識調査結果について学校質問紙と関連付けながら分析を行っている。 

なお、昨年度まで取り上げていた「普段、1日当たり２時間以上テレビゲーム（コンピューターゲ

ーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をする児童生徒の割合」

は質問項目から削除されたため、掲載していない。 

＜児童生徒質問紙結果＞           （ ）内の数値は、県肯定率との差を表している 

質 問 項 目 
小学校６年生 中学校３年生 

R４年度 R５年度 R４年度 R５年度 

自分には、よいところがあると思いますか 
７４．６ 

(-2.7) 

７３．９ 

(-7.2) 

７６．８ 

(-4.2) 

８５．２ 

(+4.1) 

将来の夢や目標をもっていますか 
７４．１ 

(-3.5) 

７３．９ 

(-4.8) 

６６．６ 

(-1.1) 

６６．５ 

(-0.1) 

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 

（学校の授業の予習や復習を含む） 

６０．７ 

(-11.2) 

６４．２ 

(-6.9) 

５８．６ 

(-6.1) 

５２．８ 

(-8.6) 

学校の授業時間以外に、普段1日当たり1時間以

上勉強をしていますか 

４９．６ 

(-10.6) 

５０．５ 

(-3.4) 

５３．０ 

(-4.1) 

４６．７ 

(-5.5) 

学校の授業時間以外に、普段 1 日当たり 30 分以

上読書をしますか 

２８．８ 

(-2.5) 

３０．５ 

(-0.3) 

２８．０ 

(+2.0) 

２８．１ 

(+1.5) 

授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組んでいましたか 

６５．５ 

(-8.3) 

６６．６ 

(-7.4) 

７９．５ 

(-1.8) 

７７．０ 

(-3.6) 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができてい

ますか 

７１．７ 

(-6.2) 

７１．８ 

(-5.5) 

８０．３ 

(-0.1) 

８０．７ 

(-1.7) 
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あなたの学級では、学級生活をよりよくするため

に学級会（学級活動）で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めていますか 

６９．３ 

(-1.0) 

６７．３ 

(-5.8) 

７３．９ 

(-2.2) 

７５．９ 

(-2.3) 

学級活動における学級での話合いを生かして、

今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでい

ますか 

６６．８ 

(-4.9) 

６３．８ 

(-5.2) 

７２．６ 

(-1.5) 

７０．５ 

(-2.7) 

国語の勉強は好きですか 
５４．４ 

(-4.6) 

６１．２ 

(+1.3) 

６０．１ 

(-1.4) 

６７．６ 

(+7.1) 

算数・数学の勉強は好きですか 
５２．６ 

(-5.2) 

５０．８ 

(-3.6) 

５３．９ 

(-4.4) 

５７．４ 

(-0.9) 

英語の勉強は好きですか（令和１年度との比較）   
５５．５ 

(-1.3) 

５０．４ 

(+4.3) 

学校質問紙（校長の自己評価）結果     （ ）内の数値は、県肯定率との差を表している 

質 問 項 目 
小学校 中学校 

R４年度 R５年度 R４年度 R５年度 

学校生活の中で、一人一人のよい点や可能性を見

付け評価する（褒めるなど）取組を行った 

９３．８ 

(-5.1) 

１００ 

(+1.5) 

１００ 

(+1.1) 

１００ 

(+3.1) 

将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導

をした 

８１．３ 

(-2.4) 

６８．８ 

(-14.9) 

１００ 

(+1.0) 

６６．６ 

(-29.3) 

児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、そ

の解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなど

の学習活動を学ぶ校内研修を行っている 

８１．３ 

(+7.8) 

９３．８ 

(+19.8) 

８８．９ 

(+30.4) 

６６．７ 

(+1.8) 

個々の教員が、自らの専門性を高めるため、校外

の各教科等の教育に関する研究会等に定期的・継

続的に参加している 

５６．３ 

(-0.8) 

６８．８ 

(+2.5) 

４４．４ 

(-7.8) 

２２．２ 

(-41.7) 

児童生徒は、授業では課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組むことができている 

５６．３ 

(-24.8) 

８７．６ 

(+5.5) 

８８．９ 

(12.4) 

１００ 

(+24.8) 

児童生徒は、学級やグループでの話合い活動で、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ている 

５６．３ 

(-13.6) 

８７．５ 

(+9.4) 

８８．９ 

(+9.6) 

７７．８ 

(+1.5) 

学級生活をよりよくするために、学級会（学級活

動）で話し合い、互いの意見のよさを生かして解

決方法などを合意形成できるような指導を行っ

ている 

８１．３ 

(-9.0) 

８７．６ 

(-2.7) 

１００ 

(+8.5) 

８８．９ 

(+3.4) 

学級活動の授業を通して、今、努力すべきことを

学級での話合いを生かして、一人一人の児童生徒

が意思決定できるような指導を行っている 

８１．３ 

(-2.3) 

８１．３ 

(-5.4) 

１００ 

(+10.6) 

１００ 

(+14.5) 

① 児童生徒意識調査の「自分にはよいところがある」、「将来の夢や目標をもっている」について 

  「自分には良いところがある」について、小学校は肯定率が R4：74.6%⇒R5：73.9%で前回調査

を下回り、県との差はR4：-2.7%⇒-7.2%と広がった。中学校は肯定率がR4：76.8%⇒R5：85.2%と

前回調査を上回り、県との差は R4：-4.2%⇒R5：+4.1%と上回った。特に、小学校においては学校

の認識（学校質問紙における「一人一人のよさを評価する取組」R5：100%）と児童の意識に差があ

る。児童のよさを評価する営みや学級活動の指導の在り方を見直していく必要がある。 

  「将来の夢や目標をもっている」について、小学校は肯定率がR4：74.1%⇒R5：73.9%と下回り、

県との差はR4：-3.5%⇒R5：-4.8%と開いた。中学校は肯定率がR4：66.6%⇒66.5%とほぼ同率であ

るが、県との差は R4：-1.1%⇒R5：-0.1%であり、県とほぼ同率となった。学校質問紙の肯定率も

小学校はR4：81.3%⇒R5：68.8%、中学校はR4：100%⇒66.6%と前回調査を下回っていることから、
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学級活動をはじめとした、将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導の在り方を見直してい

く必要がある。 

② 家庭学習について 

  児童生徒意識調査の「家で自分で計画を立てて勉強をする」について、小学校の肯定率は R4：

60.7%⇒R5：64.2%で前回調査を上回り、県との差はR4：-11.2%⇒R5：-6.9%と縮小した。中学校の

肯定率はR4：58.6%⇒R5：52.8%で前回調査を下回った。県との差はR4：-6.1%⇒R5：-8.6%と広が

った。 

「１時間以上勉強をする」について、小学校の肯定率は R4：49.6%⇒R5：50.5%で前回調査を上

回り、県との差はR4：-10.6%⇒R5：-3.4%と縮小した。中学校の肯定率はR4：53.0%⇒R5：46.7%で

前回調査を下回り、県との差もR4：-4.1%⇒R5：-5.5%と広がった。 

家で自分で計画を立てて勉強する児童生徒の割合を増やしていくための取組を強化していくこ

とで、家庭学習時間の増加も目指していく必要がある。 

③ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況について 

  児童生徒意識調査の「授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」に

ついて、小学校の肯定率は R4：65.5%⇒R5：66.6%と前回調査を上回り、県との差は R4：-8.3%⇒

R5：-7.4%と縮小している。中学校の肯定率はR4：79.5%⇒R5：77.7%で前回調査を下回り、県との

差も R4：-1.8%⇒R5：-3.6%と広がった。中学校においては学校の認識（学校質問紙における肯定

率 R5：100%）と生徒の意識に差がある。また、中学校の学校質問紙における校内研修の実施や研

究会等への参加に関する項目の肯定率はR5：44.4%⇒R5：22.2%と前回調査を大きく下回っている。

学校として、積極的な研修会等への参加を促す。そして、その成果を共有していくこと通じて主体

的な学習についての捉えを学校全体で再認識し、実践をしていく営みが必要である。 

  児童生徒意識調査の「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ

たりできている」について、肯定率は小学校 R4：71.7%⇒R5：71.8%、中学校は R4：80.3%⇒R5：

80.7%で前回調査を上回った。県との差は、小学校R4：-6.2%⇒R5：-5.5%で縮小しているが、中学

校は R4：-0.1%⇒R5：-1.7%と広がった。小学校においては、前回調査において課題のあった学校

質問紙の同様な項目における肯定率 R4：56.3%⇒R5：87.5%と改善が認められている。対話的な学

習指導を継続していく。 

④ 教科の勉強が好きな児童生徒の割合について 

  国語についての肯定率は、小学校R4：54.4%⇒R5：61.2%、中学校R4：60.1%⇒R5：67.6%と前回

調査を上回り、県との差も小学校R4：-4.6%⇒R5：+1.3%、中学校R4：-1.4%⇒R5：+7.1%と上回っ

た。 

算数についての肯定率は、小学校R4：52.6%⇒R5：50.8%と前回調査を下回り、中学校はR4：53.9%

⇒R5：57.4%で前回調査を上回った。県との差については、小学校R4：-5.2%⇒R5：-3.6%、中学校

R4：-4.4%⇒R5：-0.9%で縮小している。 

英語（中学校のみ）についての肯定率は、R1：55.5%⇒R5：50.4%で前回調査を下回ったが、県と

の差はR1：-1.3%⇒R5：+4.3%と上回っている。 

特に、算数・数学好き、英語好きの児童生徒を育てていく必要がある。 

 

４ 今後の取組の方向性について 

 ⑴ 「知識・技能」の確かな定着への取組の継続 

１単位時間の授業の中で習得した知識・技能を活用する時間をより多く設定し、知識・技能の定着

を図るための授業改善を行う。 
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また、各学校が、基礎的学力育成のために行っている取組（基礎学力テスト、書き取り会、計算会、

家庭学習の工夫、家庭学習の定着、プリント配信システム（タブレットドリル版）の活用、指導・支

援が必要な児童生徒への指導の時間確保等）は、今後も継続して、基礎的・基本的な知識・技能の定

着を確かなものとしていく。 

⑵ 授業改善、「思考力・判断力・表現力」の育成 

浜田市の児童生徒の課題として、「限られた時間で、多くの情報の中から課題解決に必要な情報を

収集して考え、根拠を明確にして筋道を立てて表現（言葉や文章、式、図、音声言語など）する力」

を挙げている。この課題解決に向かい、市教育委員会が授業改善のための方策として示している「子

どもの声でつくる授業」を核としながら、各学校で進めている「主体的・対話的で深い学び」を実現

していくための取組を継続していくとともに、授業構想段階から指導主事が関わるなどの授業づく

りへの支援を充実させていく。 

なお、課題であった算数・数学については、重点としてきた数学的活動の充実により改善傾向がみ

られ始めている。この取組を継続していくことで、算数・数学好きな児童生徒を育てていくとともに、

数量や図形概念等の構築や思考力・判断力・表現力等を育成する。さらに、昨年度から取り組んでい

る算数・数学アドバイザーによる指定校を中心とした指導を各学校へ広げていく。 

協調学習として取り組んでいる知識構成型ジグソー法及び図書館活用教育の取組は思考力・判断

力・表現力において浜田市の児童生徒の課題解決へ迫る手法としても適していると考えている。した

がって、協調学習や図書館活用教育の研修を充実させるとともに指定校の取組を各小中学校に広げ

ていく。 

 

⑶ 「夢や目標をもって取り組む指導（キャリア教育）」「学級経営」の充実 

「子どもの声でつくる授業」を実現していくには、「落ち着いて安心して学習に向かえる環境・学

級づくり」や「夢や目標をもって取り組む指導」等の確実な積み重ねが重要となる。安心して学習に

向かえる環境・学級づくりについては、「なすことによって学ぶ」を方法原理とする特別活動、なか

でも学級活動の取組が大切となる。生徒指導担当指導主事とも連携を図り、各学校の取組を支援して

いく。また、県教育委員会の指定で実践を積み重ねてきたキャリア・パスポートの研究実践を基盤と

しながら、キャリア教育が組織的に展開されるように小中連携教育とも関連させながら取り組んで

いく。 

この小中連携教育では、家庭学習に対する課題を解決していくために、自分で計画を立てて実践し

振り返る営みを重点として取り組んでいる。この取組を更に充実させていく。 



令和５年度 全国学力・学習状況調査

浜田市結果概要及び今後の対応

浜田市教育委員会 学力向上推進室

令和５年８月２２日
教育委員会定例会資料
学 力 向 上 推 進 室



本年度調査を踏まえた概観
は じ め に

１ 教科の平均正答率
〇 小学校は、前回調査より県及び全国との差が縮小。経年比較では年度による
違いはあるが改善傾向。当該学年の県との差の経年比較も改善。

〇 中学校は、前回調査より数学、英語は県との差が縮小。数学は全国との差も
縮小。経年比較では改善傾向。当該学年の県との差も改善。

※ 授業改善の取組成果は表れてきている。
２ 授業改善状況（児童生徒質問紙、学校質問紙から）
〇 「課題解決に向かい、自分で考え、自分から取り組む」は、児童生徒肯定率
は下降し、学校の認識とに差があり課題。

〇 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深め広げる」は、児童生徒意識調査
は小学校が若干下降、中学校は伸びている。

○ 児童生徒肯定率の最も低い項目は「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や
文章、話の組立てなどを工夫して発言や発表」であった。

○ 校内研修は行われているが、専門性を高めるための校外の研究会等への参加
に課題。

３ 家庭学習は依然課題



は じ め に

今後の方向性として
⑴ 知識・技能の確かな定着
○ １単位時間の授業の中で習得した知識を活用する時間をより多く設定する
○ 各学校が実施している基礎的学力育成のための取組を継続する

⑵ 授業改善、「思考力、判断力、表現力等」の育成
○ 「限られた時間で、多くの情報の中から課題解決に必要な情報を収集して
考え、根拠を明確にして筋道を立てて表現する力」については、依然課題。

○ 授業改善プランの「子どもの声でつくる授業」を核としながら、特に個人
思考時間の在り方の再考、出された考え（情報）を子ども自らが比較検討す
る話合いを充実する。

⑶ 夢や目標をもって取り組む指導（キャリア教育）、学級経営の充実
○ 「キャリア・パスポート」や「なすことによって学ぶ」を方法原理とする
特別活動（特に学級活動⑴）の取組充実を図る。

⑷ 計画を立てて取り組む家庭学習
○ 小中連携教育における各中学校校区の方針を各学校で確実に実施する。

本年度調査を踏まえた概観②



教科の平均正答率
教科正答率結果概要

⑴ 小学校

平均正答率（％）

浜田市 島根県 全国 差（市－県）
〈昨年〉

差（市－国）
〈昨年〉

差（県－国）
〈昨年〉

国語 64.0 65.0 67.2
-1.0
〈-4.0〉

-3.2
〈-5.6〉

-2.2
〈-1.6〉

算数 58.0 59.0 62.5
-1.0
〈-4.0〉

-4.5
〈-6.2〉

-3.5
〈-2.2〉

県との差：前回調査より【国語+3.0】【算数+3.0】ポイント

国との差：前回調査より【国語+2.4】【算数+1.7】ポイント

※< >内の数値は、前回調査における数値を表す



教科の平均正答率
⑵ 中学校

平均正答率（％）

浜田市 島根県 全国 差（市－県）
〈昨年〉

差（市－国）
〈昨年〉

差（県－国）
〈昨年〉

国語 68.0 70.0 69.8
-2.0
〈±0〉

-1.8
〈±0〉

+0.2
〈±0〉

数学 47.0 48.0 51.0
-1.0
〈-3.0〉

-4.0
〈-5.4〉

-3.0
〈-2.4〉

英語 38.0 40.0 45.6
-2.0
〈-4.0〉

-7.6
〈-7.0〉

-5.6
〈-3.0〉

県との差：前回調査より【国語-2.0】【数学+2.0】【英語+2.0】ポイント

国との差：前回調査より【国語-1.8】【数学+1.4】【英語-0.6】ポイント

教科正答率結果概要

※< >内の数値は、前回調査における数値を表す



平均正答率
県との差の推移⑴ 小学校

国語、算数ともに令和４年度は県との差が拡大しているが、
その年度を除けば、改善傾向は認められる

教科正答率結果概要



平均正答率
県との差の推移⑵ 中学校

国語、数学ともにH30年度から改善傾向
英語も前回調査より改善（-4.0⇒-2.0）

教科正答率結果概要



該当学年の
県との差の経年比較

小５⇒小６、中１⇒中３と県との差は縮小している
授業改善の取組成果は表れている

教科正答率結果概要

５年は県調査、６年は全国調査の県との差 １・２年は県調査、３年は全国調査の県との差



平均正答率 問題形式別の県との差
教科正答率結果概要

小学校6年 中学校3年

国語 算数 国語 数学 英語

選択式
-1.0
<-4.6>

-0.7
<-4.7>

-0.8
<-0.4>

-2.6
<-2.2>

-1.2
<-1.3>

短答式
-4.7
<-5.8>

-0.8
<-3.3>

-1.9
<+0.3>

+1.5
<-3.2>

-3.2
<-3.3>

記述式
-1.3
<-2.4>

-1.3
<-3.8>

-3.4
<-0.2>

-3.7
<-2.3>

-2.0
<±0>

【小学校】全ての問題形式で県との差は縮小。課題であった「記述式」は
改善傾向。ただし、国語の「短答式」は課題あり。

【中学校】特に「記述式」課題あり。

※< >内の数値は、前回調査における数値を表す



小学校 正答率分布
教科正答率結果概要

小学校令和４年度 国語

小学校令和５年度 算数

高正答率層が少ないのは依然課題。しかし、国語、算数ともに全国や県の分布に近づきつつある。

小学校令和５年度 国語

小学校令和４年度 算数



中学校 正答率分布①
教科正答率結果概要

中学校令和４年度 国語

中学校令和５年度 数学

高正答率層が少ないのは依然課題。
【国語】は全国や県の分布に近づきつつある。
【数学】は特に低正答率者を中正答率層へ、そして、中正答率者を高正答率層へ移行させることが必要。

中学校令和５年度 国語

中学校令和４年度 数学



中学校 正答率分布③
教科正答率結果概要

中学校令和１年度 英語

【英語】は高正答率層が少ないのは依然課題。令和1年度と比較して、低正答率層が増加している。
国語、数学よりも、さらに低正答率者を中正答率層へ移行させていく取組が必要。

中学校令和５年度 英語

各学校の正答率分布の状況を踏まえ、対応を考えていく必要がある。
習熟度別授業を実施している学校もある。
その教科が「好き」「分かる」な児童生徒を増やすためにも検討が必要。
※次のスライド以降の「好き」「分かる」の肯定率参照



国語意識調査 浜田市の状況【小学校】
教科の意識調査状況

【児童生徒質問紙】
小学校 「国語の勉強は好き」「国語の授業はよく分かる」の肯定率

「好き」が増え、「よく分かる」は減少



国語意識調査 浜田市の状況【中学校】
教科の意識調査状況

【児童生徒質問紙】
中学校 「国語の勉強は好き」「国語の授業はよく分かる」の肯定率

「好き」「よく分かる」ともに増加



算数意識調査 浜田市の状況【小学校】
教科の意識調査状況

【児童生徒質問紙】
小学校 「算数の勉強は好き」「算数の授業はよく分かる」の肯定率

「好き」「よく分かる」ともに減少



数学意識調査 浜田市の状況【中学校】
教科の意識調査状況

【児童生徒質問紙】
中学校 「数学の勉強は好き」「数学の授業はよく分かる」の肯定率

「好き」「よく分かる」ともに増加



数学意識調査 浜田市の状況【中学校】
教科の意識調査状況

【児童生徒質問紙】
中学校 「英語の勉強は好き」「英語の授業はよく分かる」の肯定率

「好き」は増え「よく分かる」は減少



正答率上位３設問（小学校国語）

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

２一
90.0%
(+2.4)

選択式
〈±0〉

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができ
る【読む】

思考・判断・表現

１三⑵イ
92.8%
(+1.9)

選択式
〈-0.3〉

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使うことができる
【言葉】

知識・技能

３一⑴
71.7%
(+0.9)

記述式
〈-1.9〉

必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞
きたいことの中心を捉えることができる【話す・聞く】

思考・判断・表現

⑴ 県平均正答率との比較

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１三⑵イ
92.8%
(+1.9)

選択式
〈-0.3〉

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使うことができる
【言葉】

知識・技能

２一
90.0%
(+2.4)

選択式
〈±0〉

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができ
る【読む】

思考・判断・表現

１三⑴ウ
74.3%
(-0.5)

短答式
〈+1.7〉

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが
できる【言葉】

知識・技能

⑵ 浜田市正答率上位3設問

教科正答率結果概要

「思考力、判断力、表現力」が育成されてきたことにより、話や文章の中心となる語や文を捉えることができ
ている。「知識・技能」としての漢字の習得も強み。しかしながら・・・



正答率下位３設問（小学校国語）

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１三⑴ア
42.7%
(-8.9)

短答式
〈-10.1〉

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが
できる【言葉】

知識・技能

２二
55.3%
(-5.9)

選択式
〈-12.1〉

目的に応じて文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見
付けることができる【読む】

思考・判断・表現

３三
55.3%
(-4.6)

選択式
〈-2.3〉

日常よく使われる敬語を理解している【言葉】 知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１二
22.9%
(+0.3)

記述式
〈-3.8〉

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫することができる【書く】

思考・判断・表現

１三⑴ア
42.7%
(-8.9)

短答式
〈-10.1〉

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが
できる【言葉】

知識・技能

２四
54.8%
(-0.6)

記述式
〈-1.4〉

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること
ができる【読む】

思考・判断・表現

⑵ 浜田市正答率下位3設問

教科正答率結果概要

漢字を文脈の中で使うこと、敬語の理解について課題。複数の情報を整理して自分の考えをまとめたり書き表
し方を工夫したりすることも課題。このことは記述式に課題があることにつながっている。

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率上位３設問（中学校国語）
教科正答率結果概要

「知識・技能」としての漢字の習得は強み。目的をもって自分の考えをまとめること（「思考、判断、表現」
「記述」）はできている。表現の効果について考えることもできている。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

３二
54.2

(+4.7)
短答式
<+10.3>

文脈に即して漢字を正しく書くことができる【言葉】 知識・技能

２二
64.2

(+2.1)
選択式
<+1.2>

観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考えることが
できる【読む】

思考・判断・表現

１四
83.7

(+1.1)
記述式
<+1.2>

聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考えをまとめることが
できる【聞く・話す】

思考・判断・表現

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

２一
90.8

(+0.1)
選択式
＜-0.3＞

事象や行為、心情を表す語句について理解している【言葉】 知識・技能

１一
85.9

(+0.2)
選択式
<-1.6>

目的や場面に応じて質問をする内容を検討することができる
【話す・聞く】

思考・判断・表現

１四
83.7

(+1.1)
記述式
<+1.2>

聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考えをまとめることが
できる【話す・聞く】

思考・判断・表現

⑵ 浜田市正答率上位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率下位３設問（中学校国語）
教科正答率結果概要

「読むこと」「書くこと」に関わる、文章を読んで理解したことに知識や経験を結び付けて考えたり表現の効
果を考え、自分の考えを書くことに課題。古典も課題。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

４一
77.0

(-7.9)
短答式
<-5.5>

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができる
【言語文化】※古典

知識・技能

２四
61.5

(-6.1)
記述式
<-5.9>

文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考
えを広げたり深めたりすることができる【言語文化】【読む】

知識・技能
思考・判断・表現

２三
68.3

(-6.1)
選択式
<-5.9>

文章の中心的な部分と付加的な部分について記述を基に捉え、要旨
を把握することができる【読むこと】

思考・判断・表現

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

４三
43.9

(-4.2)
記述式
(-6.1)

文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考える
ことができる【読む】※古典

思考・判断・表現

３一
46.9

(-3.8)
選択式
<-7.4>

読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える
ことができる【書く】

思考・判断・表現

３二
54.2

(+4.7)
短答式
<+10.3>

文脈に即して漢字を正しく書くことができる【言葉】
※県平均正答率との比較では最も上回った問題（おし量って）

知識・技能

⑵ 浜田市正答率下位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



今後の方向性として
【小学校】
○ 普段の生活の中で漢字や敬語を使うようにするとともに、習得のための手立
てを考える。

○ 読解力の育成を目指した指定校及び図書館活用教育の指定校の取組を参考に
する。市教委も随時情報提供をしていく。

【中学校】
○ 文章を読んで理解したことに知識や経験を結び付けて考えたり、表現の効果
を考えたりする場を授業の中に意識的に取り入れて、自己の考えを書く活動を
重視する。

○ 学校図書館活用教育、調べる学習等の取組を継続するとともに、古典に親し
ませる工夫をしていく。

【国語】今後の指導のポイント

教科正答率結果概要



正答率上位３設問（小学校算数）
教科正答率結果概要

基礎的・基本的な知識・技能は身に付いている。特に、計算技能や図形の意味や性質、比例については強み。
しかしながら・・・・

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

３⑷
46.4

(+3.1)
選択式
<-1.2>

（2位数）÷（1位数）の筆算について、図を基に各段階の商の意味
を考えることができる【数と計算】

思考・判断・表現

２⑴
58.0

(+1.6)
選択式
<-1.8>

台形の意味や性質について理解している【図形】 知識・技能

３⑶
67.3

(+0.8)
短答式
<-5.1>

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を用いたりす
ることができる【数と計算】

知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１⑴
88.9

(-2.8)
短答式
<-4.6>

伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を読み取り、
表の中の知りたい数を求めることができる【変化と関係】

知識・技能

１⑵
85.6

(+0.2)
短答式
<-2.9>

伴って変わる二つの数量の関係が、比例の関係ではないことを説明
するために、表の中の適切な数の組を用いることができる【変化】

思考・判断・表現

２⑵
85.1

(+0.1)
短答式
<-2.1>

正方形の意味や性質について理解している【図形】 知識・技能

⑵ 浜田市正答率上位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率下位３設問（小学校算数）
教科正答率結果概要

図形や比例においても基礎的・基本的な知識・技能を活用して考えることに課題。
つまり、問われていることに対し、必要な情報を見いだして考えたり、その理由を記述したりすることに課題。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

４⑴
37.4

(-3.2)
選択式
<-8.6>

百分率で表された割合について理解している【変化と関係】 知識・技能

１⑶
45.6

(-3.1)
記述式
<-9.9>

伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、知りた
い数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述できる【変化】

思考・判断・表現

３⑴
63.9

(-2.9)
選択式
<-6.4>

（ )を用いた式や、加法と乗法の混合した式を場面と関連付けて読
み取ることができる【数と計算】

思考・判断・表現

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

２⑷
10.8

(-2.0)
記述式
<-10.0>

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小
を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できる【図形】

思考・判断・表現

２⑶
17.0

(-2.2)
短答式
<-7.9>

正三角形の意味や性質について理解している【図形】 知識・技能

４⑴
37.4

(-3.2)
選択式
<-8.6>

百分率で表された割合について理解している【変化と関係】 知識・技能

⑵ 浜田市正答率下位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率上位３設問（中学校数学）
教科正答率結果概要

基礎的・基本的な知識・技能は身に付いている。領域別では「データ活用」は県及び全国平均正答率を上回っ
ている。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

５
53.1

(+8.8)
短答式
<+7.0>

累積度数の意味を理解している【データの活用】 知識・技能

７⑴
63.8

(+3.2)
短答式
<+2.6>

四分位範囲の意味を理解している【データの活用】 知識・技能

６⑴
90.2

(+1.3)
短答式
<+1.3>

問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる
【数と式】

知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

６⑴
90.2

(+1.3)
短答式
<+1.3>

問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる
【数と式】

知識・技能

２
78.3

(-0.8)
短答式
<-2.2>

数と整式の計算ができる【数と式】 知識・技能

７⑴
63.8

(+3.2)
短答式
<+2.6>

四分位範囲の意味を理解している【データの活用】 知識・技能

⑵ 浜田市正答率上位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率下位３設問（中学校数学）
教科正答率結果概要

問題解決の方法や成り立つ事柄を見いだして数学的に説明をすることに課題。このことと関連して、依然「記
述式」に課題。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

８⑶
36.0

(-6.0)
記述式
<-6.8>

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することが
できる【関数】

思考・判断・表現

６⑶
33.3

(-3.8)
記述式
<-7.6>

結論が成り立つための前提を問題解決の過程や結果を振り返って考
え、成り立つ事柄を見いだし、説明することができる【数と式】

思考・判断・表現

８⑵
55.0

(-3.7)
選択式
<-6.7>

事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを事象に即
して解釈することができる【関数】

知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

３
23.8

(-2.6)
選択式
<-6.6>

空間における平面が同一直線状にない３点で決定されることを理解
している【図形】

知識・技能

９⑴
26.3

(-2.0)
記述式
<-5.8>

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができる
【図形】

思考・判断・表現

９⑵
32.2

(-1.2)
短答式
<-4.8>

条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理由を証明を振り
返って読み取ることができる【図形】

知識・技能

⑵ 浜田市正答率下位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



今後の方向性として（小中学校共通）

◎ 算数・数学の授業改善の重点としている「数学的活動」による授業づくり

○ 児童生徒の活動場面を保障する授業

○ 具体的な問題場面を数学的な表現で捉え直すことや、「図と式」「式とこ

とば」を関連づけて表現する活動の重視

○ 指定校に対する算数アドバイザーの前田教授の指導を各学校で実践していく。

特に、導入段階や適応題における「たくさんする」ことを実践する。

【算数・数学】今後の指導のポイント

教科正答率結果概要



正答率上位３設問（中学校英語）
教科正答率結果概要

領域別では「聞くこと」「読むこと」の知識・技能に強み。日常的な話題について、短い情報を正確に聞き
取ったり、事実と考えを区別して読んだりすることはできている。しかし、「読むこと」では・・・

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１⑴
77.9

(+3.7)
選択式
<-1.1>

情報を正確に聞き取ることができる【聞く】 知識・技能

３
36.9

(+1.8)
選択式
<-4.3>

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必
要な情報を聞き取ることができる【聞く】

思考・判断・表現

７⑴
53.9

(+1.8)
選択式
<-5.9>

文と文の関係を正確に読み取ることができる【読む】 知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１⑴
77.9

(+3.7)
選択式
<-1.1>

情報を正確に聞き取ることができる【聞く】 知識・技能

１⑵
61.5

(-0.5)
選択式
<-2.9>

情報を正確に聞き取ることができる【聞く】 知識・技能

５⑵
58.2

(-1.8)
選択式
<-6.3>

「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言語の働
きを理解し、事実と考えを区別して読むことができる【読む】

知識・技能

⑵ 浜田市正答率上位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



正答率下位３設問（中学校英語）
教科正答率結果概要

「読むこと」においては、状況を判断して必要な情報を読み取ったり、文章の概要を捉えたりすることに課題。
「書くこと」については、知識・技能も含めて課題。

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

６
24.0

(-4.4)
選択式
<-11.9>

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必
要な情報を読み取ることができる【読む】

思考・判断・表現

７⑵
27.5

(-3.8)
選択式
<-7.2>

日常的な話題について、短い文章の概要を捉えることができる
【読む】

思考・判断・表現

９⑴①
27.8

(-3.6)
短答式
<-12.6>

未来表現(be going to)の肯定文を正確に書くことができる
【書く】

知識・技能

⑴ 県平均正答率との比較

問題番号 正答率 問題形式 出 題 の 趣 旨 評価の観点

１０
2.2

(-2.3)
記述式
<-5.2>

日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまり
のある文章を書くことができる【書く】

思考・判断・表現

９⑴②
11.6

(-2.8)
短答式
<-9.3>

疑問詞を用いた一般動詞の2人称単数過去形の疑問文を正確に書くこ
とができる【書く】

知識・技能

８⑵
12.1

(-1.5)
記述式
<-7.4>

社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書く
ことができる【書く】

思考・判断・表現

⑵ 浜田市正答率下位3設問

※ （ ）内の数値は県平均正答率との差、問題形式欄の〈 〉内の数値は全国平均正答率との差を表す
※ 青字での記載は、⑴と同様な問題が⑵にも記載されていることを表す



今後の方向性として（中学校のみ）

○ 目的、場面、状況を設定し、生徒が英語を使って気持ちや考えを「伝え合う」

などの言語活動を充実させていく。

○ 教科書を読む際は、１文ずつ理解するのではなく、初見のまとまった英文から

必要な情報を取り出すために「目的をもって読む」などの活動を繰り返していく。

○ 領域統合の活動を充実させていく。

（例：聞いたり読んだりした内容について、感想や意見のやり取りをする。また、

その内容についてまとまった英文を書く）

【英語】今後の指導のポイント

教科正答率結果概要



問題形式別の県との差
教科正答率結果概要

【小学校】全ての問題形式で県との差は縮小している。課題であった記述式も改善傾向
【中学校】記述式に課題

小６国語 小６算数 中３国語 中３数学 中３英語

選択式
-1.0
(-4.6)

-0.7
(-4.7)

-0.8
(-0.4)

-2.6
(-2.2)

-1.2
(-1.3)

短答式
-4.7
(-5.8)

-0.8
(-3.3)

-1.9
(+0.3)

+1.5
(-3.2)

-3.2
(-3.3)

記述式
-1.3
(-2.4)

-1.3
(-3.8)

-3.4
(-0.2)

-3.7
(-2.3)

-2.0
(±0)

※ （ ）内の数値は令和4年度の数値（英語については令和１年度）
※ 令和4年度と比較して改善のあった数値は青字にしている



文部科学省報告書から
授業改善取組状況

１ 昨年度までと同様、各学校において、主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善の取組が実施されている。

２ 昨年度までと同様、個別最適な学び（個に応じた指導）・協働的な学びに関す
る取組が実施されている。

３ 授業の中で、主体的・対話的で深い学びに取り組んだ児童生徒は、家庭の社会
経済的状況（SES)が低い状況にあっても、各教科の正答率が高い傾向が見られる。
※「家にある本の冊数」×「授業で工夫して発表していたか」×「各教科の平均正答率」による。

「学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況」として、文部科学省は以下
のように分析結果ポイントを示している。

以下、１と２について文部科学省が分析に活用した児童生徒質問紙及び学校質問紙
の項目にしたがって、浜田市の状況を示します。



１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善①

【児童生徒質問紙】
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

授業改善取組状況①



【学校質問紙】
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると思いますか

授業改善取組状況①

【小学校】では、児童質問紙、学校質問紙ともに全国・県を下回っている。昨年度は市の経年比較において、児童質問紙、学校質問紙共
に下降傾向にあったが、本年度は改善傾向が認められる。
【中学校】では、生徒質問紙では全国・県を若干下回っており、市の経年比較においても下降傾向にある。
小中学校ともに、児童生徒意識調査の市の経年比較で「はい」とした割合は増加している。
児童生徒の意識と学校の意識にズレがある。「自分で考え、自分から取り組む」ことへの学校としての考え方を見直していく必要がある。

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善①



【児童生徒質問紙】今年度の文科省調査では分析なしですが、浜田市の重点であるため挙げています
学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり広げたりすることができていますか

授業改善取組状況①

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善②



【学校質問紙】今年度の文科省調査では分析なしですが、浜田市の重点として挙げています
児童（生徒）は、学級やグループでの話合いなどの活動で、

自分の考えを深めたり広げたりすることができていると思いますか

授業改善取組状況①

【小学校】では、児童質問紙では全国・県の回答率を下回り、市の経年比較も下降傾向にある。学校質問紙では全国・県を上回り経年比
較においても改善が認められる。
【中学校】では、生徒質問紙で県の回答率を若干下回ってはいるが、全国を上回っている。市の経年比較においても改善傾向である。学
校質問紙は全国・県を下回り、経年比較においても下降傾向にある。
小中学校ともに、話合いは行われている。出された考えを比較検討しながら深めていく学習を充実していく必要がある。

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善②



【児童生徒質問紙】
各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか。

授業改善取組状況①

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善③



【学校質問紙】
各教科で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設けましたか。

授業改善取組状況①

【児童生徒質問紙】では、小中学校ともに全国・県を下回ってはいるが、経年比較では令和3年度と比較して伸びている。
【学校質問紙】では小学校は全国・県を上回り、経年比較も伸びている。中学校は県を上回り、全国とほぼ同率となっており、経年比較
においては、令和3年度以降、肯定率77.8％が続いている。
「各教科で身に付けたことを様々な課題解決に生かす機会」を意識した授業を行うことで、児童生徒が「学んだことを生かしながら、自
分の考えをまとめる活動」を行っていると実感している。今後も自分の考えをまとめる学習を大切にしてほしい。

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善③



【学校質問紙】
授業において、児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、

その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れましたか

「主体的・対話的で深い学び」に直接かかわる学校の取組を問う質問項目である。
【小学校】では、全国・県を上回り、経年比較においても伸びてきている。【中学校】は、その逆の結果となっている。先に分析したとおり「課
題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる」について児童生徒の意識と学校に意識とにズレがあったことから、特に自ら課題設定をす
る取組を中学校を中心に行っていく必要がある。

授業改善取組状況①

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善③



【児童生徒質問紙】
授業で、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。

授業改善取組状況①

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善④



【学校質問紙】
児童生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発言や発表を行うことができていると思いますか

授業改善取組状況①

今回取り上げている「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」に関わる児童生徒意識調査項目の中で最も肯定率の低い項目。
昨年度、文科省は「75％を超える」としているが、この肯定率にも届いていない。
児童生徒質問紙について【小学校】は全国・県を下回り、経年比較においても下降している。【中学校】は全国・県を上回り、経年比較
でも令和３年度より伸びている。学校質問紙は小中学校ともに全国・県を上回り、経年比較でも伸びている。小学校では児童の意識と学
校の意識にズレがある。小中学校ともに話し合いの活動は充実してきている。特に文章や資料を示しながら自己の考えの根拠を示しなが
ら筋道を立てて説明していくことを重視した学習に取り組む必要がある。

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善④



参考：研修についての取組状況
【学校質問紙】

児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、
その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行っている

主体的・対話的で深い学びに向けた職員研修について、小学校は全国・県を上回り経年比較も伸びている。中学校は県を上
回ったが全国を下回り、経年比較も下降している。校内における研修は行われている。しかしながら・・・

参考：授業改善取組状況



参考：研修についての取組状況
【学校質問紙】

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関する
研究会等に定期的・継続的に参加していますか（オンラインを含む）

個々の専門性を高める校外での研修については、小学校は全国・県を下回り経年比較も伸びていない。中学校は全国・県を
大きく下回り、経年比較も下降している。県の人材育成基本方針にあるように「学び続ける教職員」を目指して、悉皆研修以
外に、自ら求めて研修に参加していただきたい。

参考：授業改善取組状況



２ 個別最適な学び、協働的な学びに関する状況

【児童生徒質問紙】
授業は、自分に合った教え方、教材、学習時間などになっていましたか

授業改善取組状況②



２ 個別最適な学び、協働的な学びに関する状況
【学校質問紙】

学習指導において、児童生徒一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか（新規項目）

【小学校】の児童質問紙は全国・県を下回り、経年比較も下降している。【中学校】の生徒質問紙は全国・県を上回り、令和３
年度より伸びている。小中学校ともに学校質問紙においては全国、県を下回っていることから、特に「児童生徒がそれぞれのよ
さを生かしながら・・・」に関する取組をさらに推進する必要がある。このことは、授業における個別最適な学びに向かったタ
ブレット端末活用の工夫にもかかわる。

授業改善取組状況②

【学校質問紙】
児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なった視点から
考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか（新規項目）



家庭学習の浜田市の状況

【児童生徒質問紙】
家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

昨年度から小中連携教育の重点としている取組。小中学校ともに全国、県を下回り、経年比較においても令和３年度より下降
しており、取組が成果として表れていない。自分で計画を立てて学ぶ力は将来にわたって生きた働く力となることを念頭に、
各中学校区での取組を充実させていく必要がある。このことは、家庭学習時間を延ばしていく取組にもなる。

家 庭 学 習



「授業時間以外の学習」の浜田市の状況

【児童生徒質問紙】
学校の授業時間以外に、普段、1日当たり1時間以上、勉強をしていますか

小中学校ともに全国・県を下回っている。経年比較では、小学校は昨年度より若干改善は認められるが、小中学校ともに令和
１年度以降下降している。約半数の児童生徒しか１時間以上の授業時間以外の学習をしていないのは問題である。
本年度の調査からメディア接触に関する質問項目が削除された。メディアへの関わり方の指導は学校がすべきことではあるが、
実践は家庭がすべきこととの判断と考えている。計画を立てて家庭学習に取り組む力を育てることは学校がすべきことである。

家 庭 学 習



具体的な方策を定め、実施

「令和５年度全国学力・学修状況調査結果（概要）について」では、意
識調査に関して市教育委員会が注目をしている項目についても挙げてい
る。このことも含め、今回示した分析項目等を参考に

各学校での分析結果を踏まえた
・ 具体的な方策による
・ 組織的な実践を行い
・ 進捗状況を確認しながら
・ みんなで、やりきる

未来を担う子どもたちのために



市内小中学生における全国大会出場について 

 

 市内小中学生スポーツ活動における全国大会出場について、以下のとおり報告いた

します。 

 

■ 件数     4 件 

■ 選手人数  15 名 

  （令和 5年 8月 4日現在） 

種目 出場大会 出場者 

陸上 

日清食品カップ 全国小学生 

陸上競技交流大会 

浜田ジュニア 

 陸上競技教室（2名） 

藤田 愛奈華 さん 

三明 美咲 さん 

開催地：神奈川県 

開催日：9/16～9/17 

卓球 

全農杯 全日本卓球選手権大会 

ロート製薬杯 全国ホープス卓球大会 
OTS ジュニア（2名） 

杉本 奏依 さん 

石倉 実月 さん 
開催地：東京都・兵庫県 

開催日：8/11～8/13・7/28～7/30 

ソフトテニス 

全日本小学生 ソフトテニス選手権大会 
浜田ジュニア 

ソフトテニスクラブ（3名） 開催地：兵庫県 

開催日：8/3～8/6 

空手道 

全国中学生空手道選手権大会 

全日本少年少女空手道選手権大会 
島根県空手道連盟（8名） 

開催地：東京都 

開催日：8/3～8/4・8/7～8/9 

※各競技団体からの報告を基に作成しています。 

※出場者欄について、2名以内の項目のみ、個人名を記載しています。 

 

 

令 和 5 年 8 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 

文 化 ス ポ ー ツ 課 

全国大会出場について、市長及び教育長表敬を行いました。 
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